
（※「まえばし幼児教育充実指針『めぶく』」より） 

                        

各園は共通テーマ、幼児の実態、課題、教師の願い等を踏まえ、研修主題を以下のように設定

しました。 

〔まえばし幼稚園〕 

   「自分で決めながら環境に関わり、工夫して遊ぶ幼児の育成」 

      ～友達との関りを深められるような環境の構成に着目して～ 

〔おおご幼稚園〕 

   「遊びのなかから見える幼児の育ち」 

      ～『認め』たり『認め』られたりする場面に着目して～ 

〔宮城幼稚園〕 

   「他学年とのかかわりを通して、自分のよさや特徴に気付き、自信をもって行動できる

幼児の育成」 

 

今年度は「共通テーマ」の他に、「写真（幼児の遊ぶ様子等）の活用」及び「まえばし幼児教 

育充実指針『めぶく』（以降『めぶく』）の研修用シートの活用」も共通事項としました。 

 「写真の活用」に関しては、昨年度の研修において、3 園とも事例検討の際に活用しました。

話合いを可視化する有効な手段であることから、今年度の園内研修でも写真を取り入れること

にしました。また、模造紙や付箋等も使用し、園内研修で話し合われたことを誰でも振り返るこ

とができるような記録として残すようにしました。そうすることで、職員の誰もが研修内容を共

有することができる資料となりました。 

 「『めぶく』の研修用シートの活用」は、『めぶく』に掲載されている研修用シートの形式を基

としながらも、各園で使いやすいようにアレンジして活用することにしました。 

 加えて、今年度は外部の有識者の先生（大学教授等）に園内研修への継続的な参加と指導をい

ただきました。専門的な知見からの指導を受けながら、「幼児行動を理解する力」「幼児の心の動

きを理解する力」「行動の意味を捉える力」等を深め、保育の改善、幼児の学びや育ちにつなが

る研修となるようにしました。 

令和 2年度市立幼稚園の園内研修の概要 


